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、hJ
、
人
持
基
準
尤
凱
説
か
訴
訟
某
栴
主
衛
士
酬
の
い
ず
れ
か
の

F
泌
が
メ
付
さ
れ
る
」
と
に

以
均
的
な
顧
零
の
期
待

M
J乞
考
え
れ

以
、
訴
訟
比
基
準
与
凶
前
が
ヌ
い
に
付
さ
れ
る
v
A
λ
J

訴
訟
基
準
p

平
凱
況
を
ほ
い
川
、
に
、
場
ιけ
の
実
践
！
の
問
遺
伝
は
い
稲
惜
別
さ
れ

L、

こ
の
方
向
性
を
変
え
る
こ
ー
｝
は
紫
、
〆
い
も
の
乙
＃
え
ら
れ
る
」

三
み
求
時
出
権
行
使
に
必
ず
る
解
釈
同
組

求
償
権
行
使
に
宮
内
示
J

る
利
山
内

人
傷
保
険
、
却
人
約
に
基
づ
〈
人
協
引
F
又
保
険
会
社
が
被
保
険
者
に
保
険
、
人
士
三
え
弘
戸
？
に
付
時
に
、
人
傷
引
受
保
険
会
社
は
被
保
険
者
が

川
叫
ん
た
者
に
し
F4
し
て
有
す
る
損
宍
照
信
請
求
懐
中
〈
二
疋
の
お
国
で
白
川
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
v

人
湯
川
引
受
u
d
h
A
沖
、
会
社
が
加
山
口
苔

竺コ ' こ
と対
イザ

iちj 1{ 
）＇皇 f・う
が取
J腎？与
J有し
さに
i'i ill、
守f ぐ芋ご

c " 
＼，、 見書

る日告
す＇！＇,, w 
,, Iい

わを九 Jぇ
f長

ヶ ニ寸廿

(I 1性

ずト ず
三ほ 五
共主
不妥
差 c:
~t,\ 日寺
町よ

7＂’q 
c人主：

るじ
とと

札－；，
即日

光3記
事堂
例蒋
に：見

」

人
持主

リJA 
〆に
臼I
F主

C
E雑
性
心

考士、

A
4
h
i
h
、
総
当
者
加
圭
］
高
間
の
街
中
北
込
町
語
求
訴
訟
が
終
了
す
る
ま
で
代
的
訪
れ
本
初
が
確
定
で
き
ず
、

訴
訟
の
推
移
を
児
J
っ
て
い
る

と
、
ぷ
治
債
権
が
消
滅
叫
川
効
に
か
し
mJ
る
K
そ
れ
が
土
じ
る
こ
と
、
（
叩
曲
、
」
れ
乞
一
川
越
ト
リ
る
た
め
に
、
支
弘
保
険
金
九
州
引
を
請
求
λ
ぺ

Z
T

人身傷害同信保険に悶す；：，

と
な
「

先
述
の
組
対
説
に
よ
っ
て
実
務
な
巡
E
u
v
て
い
る
と
い

J
、
ス
る
こ
と
に
た
る
こ
と
、
一
切
人
傷
日
J
J
A
保
険
会

刈ゆが
J

佑
助
髪
店
ず
る
戸
一
ノ
」
を
訴
え
て
場
九
「
に
、
被
筈
zn沿
い
へ
の
犬
小
に
よ
り
必
ず
し
も
被
似
険
者
こ
利
去
が

一ノレ

Z
J
：
こ
、
L

J

有

1
1
J
J

〉

L
、

｛

Y
ゴ

間
三
七
し
ア
l

、、

t
f
f：
 

つ」

求
償
倍
y

砕
と
泊
滅
時
効
を
w
Aパ
る
川
米
の
伏
川

保
険
者
が
代
位
取
得
「
司
令
権
（
引
は
、
綿
一
山
口
者
ヘ
仙
吹
川
端
険
14）

の
町
山
山
台
者
に
汁
す
る
が
ん
や
け
賠
偵
請
求
係
午
、
れ
i

一
体
吋
l

占
わ
り
、
代
山
肌
わ
お

（！メ人民半、日：／ス・＂ 143:、7＂仁：zoリ.11、



突
が
ι九
、
以
て
も
、
慢
代
位
債
権
い
つ
い
て
の
消
滅
時
効
ゃ
引
町
効
期
制
に
何
ら
の
消
一
只
古
来
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
坦
臼
と
、
以
て
、

宝ーの
J

円
性
を
矢
う
い
一
と
な
く
：
体
だ
け
を
変
史
す
る
こ
ζ

を
本
質
と
」
1
J

る
一
日
…
に
お
い
て
、

こ
こ
を
り
や
り
る
広
一
鮮
が
ぶ
さ
れ
て
い
る
ロ

保
持
譲
ι性
y

」判
ρ
、J
異
な
る
ー
も
の
で
は
な
い

～
絞
宇
w
り
裁
判
例
に
お
い
て
も
司
様
な

v
場
の
も
の
か
あ
Q
U

す
な
わ
ち
、
伝
険
者
が
、
交
日
け
宇
伐
に
よ
り
被
伝
険
中
川
の
修
立
州
司

松
当
日
仙
の
損
ι
よ
口
幸
被
つ
に
被
保
険
者
に
半
市
保
険
金
の
支
払
い
を
し
f
八
、
｝
乙
に
伴
川
、

1
成

。
年
改
rl
前－

m法
z
ハ六

長
に
よ
h
紋

保
険
者
の
加
山
口
ヤ
刊
に
対
λ
q
J

る
不
法
行
為
に
基
づ
く
沼
町
中
門
賠
悩
請
求
権
を
取
内

L
r
Lし
し
て
、
加
害
者
に
汁
し
て
い
本
償
金
請
求
乞
し
た
心

。ゐ
fJH
七
一
八
頁
は
、
一
保
険
者
は
、

交
で
あ
る
叫
川
円
高
判
ド
成
一

C
午
7

ハ
月
下
日
判
ャ

被
保
険
者
で
為

保
険
給
付
U
時
点
で
、

ソ
叫
桃
守
ハ

4
H
ハ」加ハ
L
口trn
に
だ
ナ
る
杭
市
町
H

賠
償
請
求
権
き
で
の
JZわ
い
伝
一
心
格
利
の
件
支
を
L
火
山
オ
ノ
る
こ
と
ロ
ノ
、
当
然
に
あ
小
紋
取
符
す
る
も

、JJ
f
I

」？りつ
T
L
、

し
一

4

1

－

代
位
取
得
さ
れ
る
権
利
は
、

被
面
持
C
加
古
討
に
対
す
る
松
山
野
償
芯
い
お
椛
に
ほ
か
な
ら
な
い
や
り
、
代
役
の
事
実
が

介
F

什
し
て
も
、
仮
代
幻
信
柱
で
あ
る
い
川
hL
］
涜
償
詰
求
権
に
つ
い
て
の
計
滅
時
効
心
起
ノ
与
IH
平
時
効
切
開
H

F

州
、
ヮ
一
り
消
去
を
来
す
も
の
で

は
な
い
と
解
さ
れ
る
つ
し
乙
す
る
つ

さ
ら
に
、
人
傷
保
険
金
の
よ
払
い
吉
行

J
J一
人
伝
引
受
保
険
ム
将
＼
川
被
保
険
J1いの

M
F
n
fー
に
対
す
る
相
主
ィ
ド
知
償
請
中
小
怖
を
代
抗
な
柁

〕
？
一
日
伎
に
山
中
王
去
に
対

ν
ぷ
即
日
ハ
，
一
－
一
同
？
ぷ
工
、
内
』
↓
…
支
で
あ
る
y

］
川
、
京
高
判

v
政
二

C
年
斗
月
一
九
一
は
王
、
同
＼
ロ
ロ
文
献
詐
手
J
N
一）、ツ）］容は、

人
九
月
傷
d

＋
円
保
険
の
刊
質
上
、
あ
る
桂
皮
過
失
草
山
じ
の
元
通
じ
を
じ
い
け
て
か
J

て
は
な
い
と
花
実
的
に
は
訴
え
の
従
起
を

T
る
こ
乙
が
で

き
な
い
こ
「
る
人
悔
引
受
か
険
会
社
の
÷
娠
に
対
1

J

、
「
当
尚
、
保
険
実
務

1
4裁
判
実
務
ト
も
必
ず
し
も
波
詮
一
品
人
ム
娠
の
い
わ
♂

る
宗
総
説
で
山
昨
定
」
U
J

る
状
況
に
は
白
か
っ
た
の
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
粕
刈
一
討
に
I
V
て
ば
権
利
行
使
を
妨
げ
γ

心
事
情
ζ

は
お
よ
7

ご
ヤ
う
え
ら

れ
な
J

こ
こ
に
加
え
、
そ
も
そ
も
、
そ
う
？
に
事
桁
が
あ
る
こ
｝
子
、
も
、
絞

1
者
に
お
い
て
県
土
口
及
び
加
害
者
を
引
っ
一
江
川
か
い
J
V

消
滅

時
効
が
泳
ノ
汀
ず
る
と
さ
れ
て
レ
る
ん
ら
に
、

な
に
ゆ
そ
被
究
者
で
ん
は
也
被
詑
卦
へ
の
宅
清
に
よ
っ
て
そ
の
起
算
占
＼
九
N

古
む
さ
れ
る
と
い
う ↑員
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の
か
不
明
て
あ
っ
亡
、
こ
の
了
張
は
失
当
ζ

い
わ
き
る
を
刊
な
い
、
」

y

げ
て
、
俄
害
ヌ
に
b
い
て
町
出
［
Z
E
L
対
ず
る
損
害
賠
償
訂
求

を
行
え
る
前
川
を
人
傷
引
受
保
険
会
社
が
引
江
口
者
に
対
L
て
ム
れ
す
る
求
償
依
塔
ー
に
お
け
r日
同
効
の
起
宗
一
一
円
こ
考
え
る
も
の
が
あ
る

ハ。

人
間
保
険
心
特
色
か
b
の
γ
ブ

ロ

ヲ

前
J
A
e

来
日
市
判
平
成
一
（
ハ
J
A
1
t
凡
い
に
二
九
は
は
、
人
｝
一
良
心
傷
判
法
償
保
険
心
杭
包
を
考
慮
し
亡
、
求
償
債
権
の
泊
減
時
効
に
持
し

討
や
一
如
ァ
ル
「
L
L
る
と
は
む
わ
れ
な
レ
。

請
求
権
代
I

似
の
け
古
件
以
、
川
比
一
保
険
者
山
主
主
什
T
L

ん
祈
義
務
を
む
円
う
こ
と
、
必
）
保
険
者
が
沼
山
巳
口
て
ん
河
北
お
を
履
行
し
た
こ
と
、

被
ね
、
円
吠
午
れ
や
か
吋
淡
い
作
宝
U

に
仮
し
て
、
泊
二
者
（
他
人
）
に
か
じ
て
格
利
／
ふ
下
と
し
て
記
引
い
禁
信
講
求
権
、
場
合
に
よ
コ
て
は
い
本
街
枠
）

一r川ブ

で
叫
め
る
と
脱
さ
れ
J

い
る
ン

ー
ピ
’
わ
す
る
一
」
J
、

人
市
南
似
険
史
的
d

に
基
づ
〈
似
険
金
九
九
月
い
て
は
、

被
ハ
派
続
年
十
七
過
失
泌
分
山
相
当
す
る
笹
川
を
保
政
者
は
代
位
百
五
、
u
k
い
こ
と
L
Y
弐

l」

体
的
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考士、

わ
い
て
お
り
、

残

h
（
川
一
部
分
に
つ
い
仁
、

似
敗
者
は
加
士
一
山
吉
に
い
r－
し
て
い
本
管
桂
J

ど
行
使
で
き
し
心

絞
保
険
者
心
刊
誌
を
ト
ギ
い
な
い
政
け
と
、

こ
と
と
ふ
る
v

ヤ
の
よ
う
な
人
伝
保
険
契
約
の
特
色
か
、
つ
考
え
れ
ば
、
請
求
権
代
F

ん
止
の
安
件
で
あ
る
②
の
保
山
間
ノ
↑
げ
か
旧
制
竿
亡
ん
い
削
義
務

人身傷害同信保険に悶す；：，

t
い
え
る
か
合
か
は
、
人
傷
J
L交
保
険
会
μ
ー
が
被
保
険
者
い
保
険
士
会
一
又
払
っ
と
段
階
と
は
友
銀
氾
で
あ
る
つ

従
似
険
討
の
沿
仲
山
畑
一
治
針
及
び
過
失
部
台
が
被
保
険
有
ぶ
隼
什
省
出
叫
で
川
憎
む
し
、

人
偏
引
受
仏
険
会
斗
ー
に
よ
っ
て
被
保
険
者
が
確
定
的
に
相

ん
い
の
て
七
約
ん
4
J
，
又
け
た
こ
と
に
仕
ら
な
い
限
り
は
必
の
安

f
は
疋
足
し
て
お
り
い
す
、
百
求
権
代
は
い
の
効
果
は
先
生
L
て
い
白
い
こ
堺

γ

ヲハ
r
」ζ
に
な
る
U

人
傷
似
険
い
川
人
口
約
の
場
ん
じ
に
お
い
に
は
、

波
保
険
者
心
掛
和
市
九
円
割
位
び
滋
央
官
ん
U

が
被
保
険
者
切
J

ム
口
者
向
ゲ
、
は
氾
L
、
人
傷
引
交
保
険

会
社
に
よ
れ
ど
被
保
険
者
が
確
定
む
に
お
山
口
の
て
ん
補
古
受
け
戸
γど
さ
に
、
請
求
心
治
体
寸
九
い
の
別
呆
が
八
π牛
FJ
る
も
の
と
考
え
る
し



四
人
傷
保
険
契
約
に
け
可
制
川
の
起
算
占
’

時
刻
心
起
算
「
」
…

六
ハ
条
一
一
羽
〕
哨
あ
り
、
権
列
z
ぜ
行
使
？
）
ハ
灯
る
以
内
似
の

トド

未
到
来
ι
h
v
、
条
件
の
末
比
凶
就
の
よ
h

つ
ぽ
権
利
行
使
に
℃
い
て
の
t
弘
行
上
心
障
碍
が
は
い
状
～
昨
今
」
ざ
す
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

畑
山
内
－
同
』
初
心
起
首
汁
円
山
は

品
格
刊
を
行
使
ず
る
h

」
と
が
て
き
る
同
」

法
仔
L

ハv
h鴨
川
仰
の
よ
何
輔
の
判
断
草
川
汗
は
、

椛
利
朽
の
ム
下
張
と
マ
イ
凶
す
7

匂
た
め
に
再
割
引
り
別
に
み
て
権
利
古
行
使
す
る
h
｝

て
叫
市
川
叶
で
↓
め
る
ご
と
、
え
は

液
れ
行
使
が
で
き
な
い
引
殊
な
宇
宍
が
↓
め
る
ご
と
を
必
要
と
L
U
J

る
も
正
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
単

純
に
権
利
者
が
権
利
を
行
慌
て
か
一
一
る
時
間
p
ど
知
り
作
な
い
と
い
丹
下
限
的
な
事
情
に
よ
っ
て
ν削
減
時
効
心
逆
行
を
妨
げ
る
）
も
の
で
は
な

い
と
脱
さ
れ
J

い

占、
斗

jmhuu使
交
約
に
お
け
ノ
る
死
亡
が
険
金
請
求
権
の
は
パ
減
叫
効
に
悶
し
て
争
わ
れ
わ
ん
H
P
一
小
川
平
成

λ
〕

一
北
六
戸
れ
は
、

月

ヨ
日
入
佐
世
斗
じ

;, 

よム
, 

「
ト
ベ
了
判
湾
、
九
時
効
に
も
武
田
川
さ
れ
る
見
法
六
六
条

rな
が
、
幻
滅
叫
吋
効
の
た
亀
山
歩
『
権
刊
ゴ
ノ
行
使
ス

ル
ー
ト
ヲ
W
M
ル
付
」
と
定
め
て
お
り
、

且
に
そ
の
捻
引
の
行
使
に
つ
い
て
法
律
卜
の
陣
中
が
ん
d

い
と
い
、
三
た
け
で
は
な
く
、

さ
ら
い
権

利
の
性
W
H
l
、
そ
の
権
利
行
使
が
現
実
ピ
矧
何
十
る
こ
と
け
つ
で
き
る
よ
う
に
点
っ
た
時
か
ら
ム
山
内
同
時
効
が
進
行
寸
る
と
い
h

つ
の
が
問
項

の川局
h

の
遺
骨
で
あ
る
三
こ
‘
に
か
ん
が
み
る
こ
、
本
件
約
款
が
本
件
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
つ
い
て
上
記
の
J
う
に
た
め
て
い
る

ηノ
今
J

郎、

（

1

‘
 本
件
存
保
険
契
約
に
蒸
っ
く
保
険
〉
P

請
求
訟
は
、

ア
ご
コ
ム
ア
j
ド

i
J
7

4
3
H
i－
－
〆
ジ

（
被
保
険
者
の
記
J

」）

が出品
γs
牛
ト
f
れ
ば
、

ァ
人
仏
事
当

｛認
υ
吊、

怪吋刊／
J
U
怜｛
h
M

…
切
符
で
き
る
ζ

州
刑
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
あ
っ
て
、

ψ
i時
の
存
続
的
状
況
付
J

に
同
ら
し
、

yt

コ
ー
リ
了
主

r仁
氏
川
叫
J
T
A
J／
j
1
1
i

が
現
実
｛
九
郎
作
で
き
な
、
寸
つ
な
わ
r
H
心
事
い
悩
の
作
L
J
Q
ぬ
ム
ロ
に
つ
い
て
ま
で
も
、
｝
記
L
人
払
事
由
花
井
千
円
時
を
も
っ

γ
本
が
い
い
泊
滅
…
門

刊
川
の
起
M
H内
J
ぅ

L

寸
る
起
U
口
で
は
な
い
：
L

昭
一
ず
る
の
が
ト
ド
当
で
↓
め
る
。
そ
し
て
、
半
件
ri
試
は
、
こ
の
よ
う
な
特
段
の
事
清
U
存
一

3
2喝
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合
い
は
、
匂
げ
の
権
利
行
使
が
現
実
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
コ
た
時
以
降
に
お
し
て
消
滅
時
効
が
逆
行

F
る
趣
旨
乙
前
す

へ
き
と
あ
る
。
」
と
刊
不
「
る
。

前
括
・
］
夜

「
u
川
記
事
実
関
係
に

事
件
保
険
契
約
ピ

本
ー
件
保
険
契
約
に
お
い
て
は

小
判
、

1
以
二
心
何
十

ペ
ゾ
月
日
〕
は
、

長
つ
く
仏
険
ん
を
支
払
一
二
」
訴
外
似
険
会
社
は
河
肱
険
令
を
受
領
し
f
、
者
が
他
人
に
刻
じ
て
有
「
る
被
告
胎
階
、
前
ぶ
r地
を
山
沿
い
す
る
日

の
い
、
わ
は
る
代
位
に
間
消
↓
rJ
司令
M
判
定
が
占
め
る
と
い
う
の
戸
よ
め
る
か
ら
、
訴
件
保
険
会
社
は
、
十
ゃ
れ
傷
半
口
似
体
険
金
の
支
払

5
で
亡
、
上
今

人
の
被
止
門
人

Y
に
吟
ず
る
お
害
賠
償
肴
求
権

トい件ロ山川牢
υ胎
償
請
求
権

一
以
ト

と
し、

の
一
部
を
代
付
取
得
す
る

1
能
吟
が

為
h
り
、
赤
外
保
険
会
社
刊
ω
ぺ
姐
位
以
存
ず
る
阪
民
て
と
岳
人
は
ん
記
法
主
賠
償
請
求
権
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
お
っ
と
、
本
汗
傷
心
活
用
ズ
ヘ

税
金
の
ぶ
払
L

よ
っ
て
自
ら
に
本
門
店
明
ハ
L
口
保
設
止
の
金
常
に
相
当
寸
る
本
件
桜
宝
口
！
品
償
請
求
憶
が
出
減
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
位
、
七
な

い
J

そ
し
て
、
原
吾
川
“
確
定
し
た
前
記
主
ι夫
氏
深
か
ら
は
、
本
什
山
県
J
I
u
柿
償
条
尽
を
含
め
て
本
咋
深
仲
間
交
リ
川
刊
の
具
私
的
い
容
リ
弘
子
が
明
ら

H
F、十品川
hin

、、
ι

ノ円、、

え｝

j
l
v
r

し
C
M

i
記
の
代
p

刊
の
成
否
吃
び
そ
の
範
阿
に
つ
い
て
時
定
す
る
一
k

と
が
で
き
ず
、

訴
外
保
険
会
仕
が
れ
や
什
傷
主
保
険
金

考士、

（
り
全
知
い
九
相
レ
ー
す
る
本
科
山
間
中
ハ
禁
治
詰
求
権
J
V
L
4
コ
仇
刊
に
代
市
一
取
得
す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
も
て
き
た
い
」

と
判
一
小
ず
る
つ

ナ
な
わ
ち
、

人
作
間
保
険
契
約
に
お
け
る
人
侮
引
受
保
除
去
札
日
＼

長
門
間
裁
判
決
は
、

被
保
険
ー
が

M
F
n
fー
に
対
、
三
L
L
f
Q旧
制
主
一
姶
償
請
ぷ
棒
い
つ

人身傷害同信保険に悶す；：，

L、
て

人
偲
保
険
金
宮
支
払
え
ば
出
張
、
ピ
代
位
表
作
「
る
と
い
っ
与
え
は
採
っ
て
い
な
い
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る

人
協
rw険
MF一
約
に
お
け
る
人
協
引
受
保
険
会
社
が
、

川市い
4
T
討
に
凶
刊
し
て
、

れ
中
小
結
権
を
し
使
ず
る
問
明
白
F
Y
色、

先
に
一
説
明
し
た
同
り
、
学

説
泣
び
双
山
川
内
幻
多
数
が
主
張
す
る
訴
訟
基
地
主
領
説
に

、
被
保
険
者
の
総
相
宍
煩
わ
ん
ペ
J

過
失
割
合
が
被
保
険
者
山
川
市
下
円
者
刊
の

ロ
対
円
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
株
主
し
た
後
に
、

人
傷
引
受
似
険
会
引
の
求
償
－
U
一
可
一
以
「
及
び
求
償
で
昔
、
る
山
崎
九
ー
の
長
体
的
以
ぷ
償
級
が

決
ま
る
、
｝
乙
い
〈
な
る
。
そ
う
仕
る
ヘ
被
告
者
に
お
、
て
加
キ
ハ
者
に
対
L
q
J

る
賠
償
前
点
を
す
る
こ
と
が
事
長
仁
可
能
な
状
況
の
、
に
、

そ
れ
が
け
J

能
芯
程
伐
に
周
辺
丙
ほ
び
加
当
者
を
い
叶
っ
た
吋
宮
、
人
傷
引
量
保
険
会
引
の
ぷ
償
債
権
の
吋
ム
初
心
芯
伯
仲
占
J

と
革
、
え
る
こ
と
は
で
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託、
i
h
h

引い
ν

人
保
似
険
ん
人
約
に
い
b

け
る
青
山
ボ
山
佳
代
殺
の
効
果
子
生
1
υ

る
の
は
被
保
険
者
の
総
損
害
知
及
び
過
失
対
台
が
、

被
保
険
者
出
土
門
者
刊
で

確
定
ー
こ
ん
此
川
y

考
え
ら
れ
る
こ
L

一
か
口
、
不
信
債
権
の
持
ハ
切
の
起
特
ヴ
点
、
ぞ
い
一
か
ら
考
え
る
こ
こ
が
在
市
内
に
も
合
致
す
る
も
の
〉
一

与
え
、
」
ツ
札
る
。

前
J
A
e

来
日
市
判
平
成
一
（
ハ
J
A
1
t
凡
い
に
二
九
は
に
お
い
て
は
、
被
害
者
に
お
い
て
加
害
者
に
対
「
司
令
砧
害
賠
償
前
点
を
行
え
る
時
を
求

償
債
権

ι
お
け
る
時
幼
り

J
Z日
点
と
与
え
と
い
る
が
、

加
、
の
刊
決
日
ト
さ
れ
た
時
期
は
、

人
傷
保
険
、
に
お
げ
る
代
付
請
求
に
持
し
て
、

絶
対
説
前
な
取
扱
に
つ
い
q

て
も
何
ら
一
夜
間
中
な
く
受
け
入
れ
ゐ
余
地

T
の
打
、
か
つ
政
判
所
の

υ一
川
崎
も
不
苧
4

碓
店
時
敗
の
も
パ
ー
で
あ
打
、

心
ノ
ド
く
と
も
丸
紅
乱
を
ほ
吊
し
て
い
枝
一
れ
を
加
え
た
も
の
で
は
江
く
、
ぷ
Y
Eと
ム
な
る
も
の
で
は
と
い
わ

人
町
勿
引
交
探
検
会
社
、
川
、

川
市
行
者
に
汁
4

し
て
求
償
を
行
え
る
の
は
、

被
寸
古
者
加
害
者
向
に
お
い
て
J

訓
訟
に
で
す
コ
た
う
l
ス
に
芯
い
て

は
、
絞
似
険
者
心
経
損
害
指
及
び
過
ル
ト
ヘ
割
舟
が
、
い
悦
似
険
者
加
す
J

者
間
で
梓
定
し
に
時
で
あ
り
、
こ
の
叫
叫
が
、
権
利
行
使
が
現
実
戸
別

わ
汁
「
る
こ
と
い
叫
ん
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
J

解
「
べ
き
で
、
あ
る
υ

こ
の
「
ざ
い
解
し
な
け
れ
ば
、
人
傷
引
受
保
険
会
社
は
、
被
保
険
ア
ロ
で
め
る
俄
主
寸
志
↓
に
対
、
J

て
人
傷
保
険
契
約
に
は
八
つ
く
保
険
給
付

主
行
っ
た
川
崎
台
、

人4
仙
波
北
惟
乞
確
保
す
一
る
止
め
に
、
加
宗
門
若
一
に
討
、
J

て
支
弘
保
険
た
ん
領
主
主
ι

…に
λ
応
河
川
降
の
行
使
を
小
V
A

一
る
を
何
ま
い
こ

／
）
に
な
る
」
の
よ
う
な
考
ベ
ト
刀
ば
、
九
述
の
絶
対
説
的
江
り
す
与
え
ん
リ
キ
採
用
し
行
も
の
と
出
怖
を
牛
じ
る
こ

1
F、

，γ
説
改
び
裁
判
例
の
多
く
が
訴
訟
基
地
？
ぷ
料
開
況
の
立
坊
に
よ
コ
て
い
る
こ
〈
、
保
険
法

古
凡
条
で
P
M
街
芯
が
採
用
さ
れ
、
ぞ
れ
を
片

出
前
強
行
規
定
と

L
た
法
一
け
趣
己
円
を
け
を
嵐
7
L
b
f
、
実
務
刈
れ
が
塑
ま
れ
る
、
｝
こ
か
ら
も
、
人
傷
引
安
保
険
会
社
が
加
害
者
又
は
加
者
者
加

入
江
川
険
公
判
引
に
汁
L
て
求
償
権
中
一
行
使
で
き
る
の
は
、
川
悦
保
険
者
の
い
γh
沿
J

ム
口
額
及
び

依
保
険
者
加
存
者
間
C
絡
先
L
ゆ人

レ
＝
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
前
掲
・
討
小
判
ド
成

11 

一
円
で
ぶ
予
れ
た
一
校
引
一
行
慢
が
川
判
長
仁

l
L

年
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期
待
で
予
な
い

心
事
情
の
有
ず
る
場
ん
ど
に
談
当
す
る
も
の
で
あ
る
一

，γ
説
改
び
多
く
の
裁
判
例
が
訴
訟
基
地
？
ぷ
料
開
況
を
斥
同
ー
ょ
に
い
る
状
況
、
E

に
お
い
て
は
、
、
小
松
町
塔
ー
の
前
川
幼
に
闘
す
る
間
垣
J

へ
そ
の

二
一
を
、
引
提
に
解
釈
す
る
と
ζ

が
合
在
的
で
あ
り
、
叩
小
勺
高
島
南
沼
町
内
説
に
お
け
る
兵
務
ト
の
困
難
性
を
円
滑
川
ず
る
手
肌
ぼ
で
あ
る

も
つ
よ
も
私
ド
凡
に
刻
L
ず
は
、
被
保
険
者
心
経
投
書
一
納
及
び
這
失
何
台
が
河
川
伝
険
者
同
hh者
向
で
線
’
止
し
た
時
と
は
兵
体
的
に
い
っ

か
、
こ
の
円
、
体
的
な
時
取
が
不
問
確
に
ぽ
り
す
ぎ
な
い
ひ
こ
い
う
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
三
被
保
険
者
は
必
ず
し
も
泊
中
川
者
に
付
し

て
川
市
小
芹
賠
償
請
求
心
神
訟
を
仇
」
起
す
る
J
も
民
ら
な
い
r

こ
U
ト
バ
に
関
し
て
ぽ
、
主
ず
、
被
保
険
者
が
加
害
有
心
対
し
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
淀
川
出
［
な
レ
場
介
に
は
、
？
と
も
そ
も
、
本
梢
の

問
問
提
叫
に
は
談
当
せ
ず
に

原
則
L
U
ほ
い
処
刑
内
で
き
る
d

被
保
険
者
が
加
山
口
者
に
U

引
し
航
中
日
応
償
請
求
J

耕一訟を川町一匹
L

山
、
そ

の
抗
政
川
J
引

γ一
み
て
許
制
す
る
し
か
ば
い

E
Z
F
J

J
に
行
μ
r
rル
昨
日
J

山

L

一九刈斗戸川川ふ
j

ご、、

LlFl
＝
l
L
〈

l
V－

1
－
J
I

先
に
刑
事
裁
判
に
い
ぬ
い
て
加
字
書
の
過
失
が
争
ぃ
円
、
と
六
、
れ
て
い
た
お
台
、
市
中
液
状
討
を
め
ぐ
る
刊
市
裁
判
で

考士、

の
判
断
か
、
り
板
保
険
者
（
り
地
牛
へ
割
合
い
md

htz住
民
台
間
的
二
将
司
比
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
時
点
を
起
待
出
と
す
る
メ
J

え
方
も
あ
わ
ノ
何

る
と
考
え
る
v

人身傷害同信保険に悶す；：，

2 

時
刻
援
用
、
二
信
義
則
違
反
、
宝
ー
利
濫
山
川

似
に
、
消
滅
尚
効
の
足
算
↓
刊
に
闘
し
て
私
ハ
見
が
九
円
｛
一
ι
さ
れ
る
と
L
て
も
、
消
滅
時
f

刈
の
J

吹
い
い
月
白
体
が
信
十
十
一
1

河
川
則
定
反
又
は
怪
利
濫
阿
川
仁

該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
乙
考
え
る
n

般
｛
九
一
同
効
制
度
心
存
在
述
山
に
つ
い
ブ
に
は
、
氏
本
統
計
J

る
宇
土
六
状
佐
山
を
単
主
計
J

る
、
｝
こ
に
よ
る
法
体
作
河
一
係
り
安
’
記
、

権引川ぃ心
Y
T
L
川町
γ

一
者
は
り
ぷ
院
に
伯
し
云
w

と
い
う
こ
と
に
あ
る
、

i判、
」

才L

L、

るザ同
c 間

人 cコ

に
よ
る
y
d
一一札
L

一
心
斥
砕
の
回
遊
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傷
い
い
山
受
保
険
会
お
は
、

組
対
的
な
以
扱
を
凶
市
川
山
「
る
た
め
に
、

侵
害
ア
ロ
配
hL
一
井
阿
の
ね
FY

賠
償
請
求
訴
訟
の
准
移
ー
を
見

1
、
ヮ
ざ
る
主
将

ず
、
怪
引
刊
の
ょ
に
眠
る
も
の
と
は
な
い
ま
た
）
の
場
人
円
に
、
尚
閣
の
従
過
に
も
す
Q

J

計
卜
の
日
川
知
肝
心
間
一
芝
生
〕
生
と
る
こ
と
は
原
則
と

〆
て
な
い
も
の
と
り
ヴ
ス
る
c

て
、
引
当
者
は
被
保
険
払
旬
以
宍
者
刊
の
相
A
l

円
鮎
約
百
以
訴
訟
に
お
い
て
、

被
保
険
者
が
人
傷
保
険
金

の
λ

払
を
託
行
て

V
Gこ
と
を

ιれ
っ
て
い
る
U

従
っ
亡
、
被
仏
険
者
の
伝
治
沼
紛
及
び
泌
牛
八
割
台
が
円
以
保
険
者
同
胤
主
ハ
者
間
C
硲
弘
正
依
ピ

人
協
引
安
保
険
会
社
日
J

ら
ボ
位
な
受
け
て
も
不
自
打
ら
に
は
な
ら
な
い
ハ

4

哨

k
権
代

f
c
h杵
刊
日
義
に
つ
ノ
レ
に
は
、
ぽ
被
保
険
者
の
利
得
世

4t

主
同
第
＝
者
（
川
山
正
口
者
～
パ
V

免
責
阻
止
に
J

か
な
令
、
こ
間
引
き

れ
て
レ

請
求
権
代
牧
の
制
民
4
E
L
荒
か
ら
も
、
h
山
中
什
者
が
消
減
時
効
U
A
）
店
長
刑
し
て
、
白
ら
の
山
由
正
口
賠
償
責
ヨ
の
部
の
免
朕
4
2
、
「
張

ず
る
こ
と
約
件
、
信
義
則
違
反
又
は
持
利
金
用
、
よ
し
こ
計
さ
れ
ほ
い
と
FJえ
A
V〔

求
い
か
か
作
心
打
佑
h
m出

L
て
花
対
説
的
な
ー
ホ
純
一
γ
」医科瓜
L
、
州
内
保
険
者
加
岩
者
院
の
松
市
山
賎
伯
請
求
J

一
致
仙
の
峰
神
惇
吉
見
て
い
る
一
」
J
は

人
伝
引
受
保
険
会
仕
の
綱
引
事
怯
に
過
ぎ
た
い
と
し
て
、

川
叩
世
蓄
が
計
滅
時
効
心
綬
用
に
お
い
て
不
利
訴
を
受
け
ノ
る
の
は
ム

uml性
主
持

い
J
い
う
の
け
じ
、
ム
ぶ
り
に
も
実
能
同
沿
わ
は
い
形
r
人
的
判
断
て
お
り
、
ハ
フ
ン
ス
感
覚
に
欠
け
る
考
え
打
J

で
あ
る
「
v

総
保
険

さ
が
死
？
し
げ
て
い
る
場
企
や
、
γ

毛
皮
の
防
ち
の
た
め
？
父
組
出
一
紋
の
状
討
を
被
保
険
主
同
身
が
ニ
張

yv？
引
で
き
な
い
場
人
一
口
い
お
い
て
、
市

hr考
が
品
失
の
よ
も
対
空
？
っ
た
と
き
な
と
、
警
察
剖
刑
事
柏
を
け
い
ち
杓
な
い
保
険
ヌ
に
対
J

て
、
い
悦
保
険
者
の
総
損
主
制
げ
円
入
び
尚
夫
訓
〈
Y
H

を
判
断
し
て
求
償
権
t
Z
4

行
使
ミ
ぎ
る
y

主
え
る
の
は
余
り
に
J

主
札
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